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京ト協 京都選出国会議員に要望
舞鶴地区 山本会長インタビュー
スズキ自販京都 ｅビターラ先行展示
京都オートバイ事業協同組合 総会
◀京整商 ４会場で感謝フェア開催
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暑
中
お
見
舞
い
・
夏
の
交
通
事
故
防
止
特
集
号

25
年
自
動
車
関
係
功
労
者
表
彰

今
こ
そ
存
在
意
義
示
す
時

　

自
身
、
担
当
副
会
長
と

し
て
の
任
期
も
含
め
、
４

期
８
年
も
の
間
、
指
導
環

境
委
員
会
に
携
わ
っ
て
き

た
。
そ
れ
だ
け
に
業
界
適

正
化
へ
の
思
い
は
人
一
倍

認
め
ら
れ
る
ブ
ラ
ン
ド
を

側
の
モ
ラ
ル
の
低
下
を
逆

手
に
と
っ
て
、
ユ
ー
ザ
ー

に
選
ば
れ
る
店
づ
く
り
で

先
行
し
、
Ｊ
Ｕ
の
優
位
性

を
強
め
た
い
考
え
だ
。

　

青
年
部
会
活
動
に
理
解

が
深
い
の
も
、
指
導
環
境

委
員
会
出
身
の
塚
田
氏
な

ら
で
は
。「
部
会
メ
ン
バ
ー

か
ら
一
つ
で
も
多
く
の
話
を

聞
き
、
そ
れ
を
実
現
さ
せ
て

い
く
の
が
大
事
。
親
会
と
青

年
部
の
間
に
上
下
関
係
は
な

い
。
同
じ
業
界
に
身
を
置
く

以
上
、
同
じ
目
線
で
物
事
を

考
察
し
て
い
く
」。

を
は
じ
め
と
す
る
自
動
車
流

通
分
野
が
は
ら
む
不
確
定
要

素
は
多
面
的
・
複
合
的
で
、

近
い
未
来
す
ら
見
通
し
づ
ら

い
。
こ
れ
に
は
「
業
界
存
続

の
た
め
、
自
覚
と
責
任
で
乗

り
越
え
て
い
く
」
算
段
だ
。

　

近
畿
連
絡
協
議
会
（
Ｊ
Ｕ

　
「
Ｊ
Ｕ
の
一
丁
目
一
番
地
は
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
」
︱
。
日
本
中
古
自
動
車
販
売
協
会
連
合
会
の
塚
田
長
志
会

長
が
、
６
月
の
就
任
時
か
ら
発
信
し
続
け
る
フ
レ
ー
ズ
だ
。
む
ろ
ん
、
中
古
車
販
売
大
手
を
め
ぐ
る
一
連
の
騒
動

が
背
景
に
あ
る
の
は
言
う
ま
で
も
な
い
。
全
国
１
万
１
千
社
の
加
盟
店
を
率
い
る
に
あ
た
っ
て
は
、「
曲
が
っ
た

こ
と
は
せ
ず
ス
ト
レ
ー
ト
に
体
当
た
り
で
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
く
。
組
織
の
た
め
に
は
、
自
分
自
身
の
改
革
も
い

と
わ
な
い
」
意
向
。
ま
さ
に
決
死
の
覚
悟
だ
。

Ｊ
Ｕ
中
販
連

塚 

田 

長 

志 

会 
長

築
き
上
げ
、
業

界
の
存
在
意
義

を
示
す
時
」
と

訴
え
掛
け
る
同

氏
。
中
古
車
に

対
す
る
信
頼
感

の
失
墜
と
販
売

近
畿
）
を
「
ま
と
ま
り
が
あ

る
ブ
ロ
ッ
ク
。
全
国
を
け
ん

引
す
る
底
力
は
そ
れ
ゆ
え
だ

ろ
う
」
と
評
す
る
同
氏
。
三

十
数
年
前
に
は
、
京
中
販
オ

ー
ク
シ
ョ
ン
（
現
在
の
京
都

オ
ー
ト
オ
ー
ク
シ
ョ
ン
）
の

様
子
を
遠
巻
き
な
が
ら
目
に

し
た
こ
と
も
あ
る
と
い
う
。

　

一
方
、
オ
ー
ト
オ
ー
ク
シ

ョ
ン
事
業
に
つ
い
て
は
「
陸

送
サ
ー
ビ
ス
が
２
０
２
４
年

問
題
の
あ
お
り
を
受
け
る
中

で
、
企
業
系
会
場
と
は
一
線

画
す
地
域
に
マ
ッ
チ
し
た
運

営
が
求
め
ら

れ
る
」
と
の
見

方
。
と
は
い

え
、
い
わ
ゆ
る

ト
ラ
ン
プ
関
税

だ
。「
今
こ
そ

適
正
販
売
店
と

中
古
自
動
車
販

売
士
を
旗
印
に

ユ
ー
ザ
ー
か
ら

トップインタビュー
この人に聞く 　【

京
都
運
輸
支
局
（
南
検
査
場
含
む
）、
自
動
車

技
術
総
合
機
構
京
都
事
務
所
・
京
都
南
事
務
所
】

　

⑴
検
査
関
係
業
務
①
検
査
予
約
の
受
付
（
年
内

受
検
分
）・
②
持
込
検
査
・
③
指
定
整
備
＝
12
月

26
日
（
金
）
ま
で
④
改
造
・
並
行
輸
入
車
・
新
規

検
査
等
の
事
前
届
出
書
類
の
受
付
（
年
内
受
検

分
）
＝
12
月
11
日
（
木
）
ま
で
。
※
12
日
以
降
に

提
出
さ
れ
た
も
の
は
、
年
内
処
理
で
き
な
い
。
⑵

登
録
関
係
業
務
＝
12
月
26
日
（
金
）
ま
で
。
⑶
一

般
業
務
＝
12
月
26
日
（
金
）
ま
で
。

　
【
軽
自
動
車
検
査
協
会 

京
都
事
務
所
】

　

⑴
一
般
業
務
（
車
両
検
査
を
含
む
）
＝
12
月
26

日
（
金
）
ま
で
。
⑵
改
造
等
申
請
の
受
付
（
年
内

受
検
分
）
＝
12
月
11
日
（
木
）
ま
で
。

　

い
ず
れ
の
機
関
も
年
始
は
１
月
5
日
（
月
）
か

ら
平
常
通
り
。

年末の業務取り扱い 支局・軽検協

︱
京
都
商
工
会
議
所
編
︱

BSI値、マイナス傾向続く
25年７〜９月期 最賃アップに中小企業で閉塞感強まる

総 

合 

判 

断

経
営
上
の
課
題

４～６月 ７～９月 10～12月 １～３月

▲5.9 ▲6.2 ▲3.1

製造業 ▲5.7 ▲7.0 ▲0.3

卸売業 ▲12.5 ▲9.6 ▲9.8

小売業 ▲7.7

建設業 ▲10.0 ▲4.0 ▲2.0

不動産業 ▲18.8 ▲10.0 ▲5.0

運輸・倉庫業 ▲2.8 ▲2.4 ▲9.6

サービス業 ▲4.9 ▲4.9

業
　
種
　
別

総　　　計

自社概況
（総合判断）

ＢＳＩ値（実績・予測）

　

府
内
に
本
社
・
本
店
が
あ
る
大
手
・
中
小
企
業
の
２

０
２
５
年
７
〜
９
月
期
に
お
け
る
自
社
業
況
Ｂ
Ｓ
Ｉ
値

（
経
営
状
況
の
力
強
さ
）
は
マ
イ
ナ
ス
６
・
７
と
前
期

実
績
マ
イ
ナ
ス
３
・
９
か
ら
マ
イ
ナ
ス
幅
が
拡
大
し
、

依
然
下
降
基
調
が
続
い
た
。
多
く
の
業
種
で
米
国
の
関

税
措
置
や
為
替
の
変
動
に
対
す
る
先
行
き
を
不
安
視
す

る
声
が
拡
大
。
最
低
賃
金
の
過
去
最
大
幅
の
引
き
上
げ

に
よ
り
、
特
に
中
小
企
業
で
は
閉
塞
感
が
強
ま
っ
て
い

る
。
京
都
商
工
会
議
所
が
発
表
し
た
。

　

業
種
別
に
み
る
と
、
不

動
産
業
（
０
・
０
）
を
除

き
、
サ
ー
ビ
ス
業
（
マ
イ
ナ

ス
９
・
８
）、
運
輸
・
倉
庫

業
（
同
９
・
５
）、
卸
売
業

（
同
９
・
５
）、
小
売
業
（
同

７
・
７
）
の
順
に
全
て
の
業

種
で
下
降
し
た
。
今
後
に
つ

い
て
は
、
観
光
需
要
や
年
末

需
要
へ
の
期
待
感
か
ら
10
〜

12
月
期
は
プ
ラ
ス
に
転
じ
る

見
込
み
。

　

企
業
規
模
別
で
は
、
大
手

企
業
（
同
０
・
１
）、
中
小

企
業
（
同
９
・
５
）
と
も
に

下
降
基
調
で
推
移
。
10
〜
12

月
期
は
大
手
企
業
、
中
小
企

業
と
も
上
昇
に
転
じ
る
と
予

想
す
る
。

　

経
常
利
益
は
マ
イ
ナ
ス

10
・
６
と
前
回
調

査
の
予
想
値
（
同

４
・
８
）
を
下
回

る
結
果
と
な
り
、

依
然
と
し
て
低
調

な
水
準
に
と
ど
ま

っ
た
。
卸
売
業

（
同
15
・
５
）
や

運
輸
・
倉
庫
業

（
同
14
・
３
）
を

は
じ
め
、
す
べ
て

の
業
種
で
減
少
。

先
行
き
は
、
10
〜

12
月
期
に
多
く
の

人
材
の
確
保

業
種
で
増
加
に
転
じ
る
見
込

み
だ
が
、
１
〜
３
月
期
は
減

少
す
る
な
ど
一
進
一
退
の
傾

向
を
予
想
。

　

原
材
（
燃
）
料
高
が
49
・

８
％
と
依
然
と
し
て
最
多
、

16
期
連
続
の
第
１
位
。
第
２

位
は
前
期
４
位
か
ら
６
㌽
上

昇
し
41
・
２
％
と
な
っ
た
人

件
費
負
担
の
増
大
。
受
注
・

売
り
上
げ
不
振
と
求
人
難
は

39
・
９
％
同
率
で
第
３
位
。

　

原
材
（
燃
）
料
高
は
、
運

輸
・
倉
庫
業
は
66
・
７
％
で

前
回
調
査
か
ら
横
ば
い
。
製

造
業
が
53
・
５
％
と
微
減
し

た
も
の
の
、
高
い
数
値
と
な

っ
た
。

　

人
件
費
負
担
の
増
大
は

小
売
業
（
76
・
９
％
）、
運

輸
・
倉
庫
業
（
57
・
１
％
）

の
順
に
回
答
率
が
高
く
、

前
期
よ
り
大
き
く
上
昇
し

た
。
求
人
難
は
運
輸
・
倉
庫

業
（
57
・
１
％
）、
建
設
業

（
48
・
０
％
）
の
順
に
多
い

結
果
と
な
っ
た
。

　

正
社
員
が
「
不
足
し
て

い
る
」
と
回
答
し
た
企
業

は
54
・
０
％
と
半
数
を
超

え
た
。
24
年
の
前
回
調
査

（
54
・
７
％
）
と
比
較
し
、

充
足
感
は
変
わ
っ
て
お
ら

ず
、
依
然
厳
し
い
状
況
。
一

方
で
、
非
正
規
社
員
が
「
不

足
し
て
い
る
」
と
答
え
た
企

業
は
19
・
５
％
で
、
前
回
調

査
の
25
・
４
％
か
ら
５
・
０

㌽
減
っ
た
。

　

正
社
員
の
不
足
感
は
建
設

業
（
79
・
２
％
）
が
最
も
多

く
、
サ
ー
ビ
ス
業
（
64
・

１
％
）、
運
輸
・
倉
庫
業

（
63
・
２
％
）
と
続
く
。
非

正
規
社
員
の
不
足
感
は
小
売

業
（
45
・
５
％
）
が
最
も
多

く
、
次
い
で
運
輸
・
倉
庫
業

（
37
・
５
％
）、
サ
ー
ビ
ス
業

（
31
・
４
％
）。

　

正
社
員
が
不
足
し
て
い
る

と
答
え
た
企
業
の
う
ち
、
中

途
採
用
で
正
社
員
を
確
保
す

る
た
め
の
手
段
と
し
て
一
番

多
か
っ
た
の
は
ハ
ロ
ー
ワ
ー

ク
の
59
・
０
％
。
以
下
、

求
人
広
告
媒
体
（
転
職
サ

イ
ト
・
就
職
情
報
誌
等
）
が

56
・
６
％
、
人
材
紹
介
会

社
・
エ
ー
ジ
ェ
ン
ト
か
ら
の

紹
介
47
・
８
％
と
続
い
た
。

　

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
は
大
企
業

と
比
べ
中
小
企
業
が
15
・
３

㌽
高
い
一
方
、
求
人
広
告
媒

体
や
人
材
紹
介
会
社
・
エ
ー

ジ
ェ
ン
ト
か
ら
の
紹
介
は
大

企
業
の
回
答
率
が
高
か
っ

た
。「
中
小
企
業
は
人
材
獲

得
に
充
て
る
資
金
な
ど
が
限

ら
れ
て
お
り
、
少
な
い
リ
ソ

ー
ス
で
採
用
活
動
を
行
わ
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
現
状
が
垣

間
み
え
る
結
果
と
な
っ
た
」

（
京
都
商
議
所
）
と
し
て
い

る
。


